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年間授業計画

荻窪高等学校 令和４～８年度入学生用

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

話・聞 書 読

（Ⅰ部：大森、田中）（Ⅱ部：大森、田中） （Ⅲ部：野邉、横溝）

教科 国語 科目 現代の国語

国語 現代の国語 2

【学びに向かう力、人間性等】 言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手である自覚を持つ。

現代の国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

大修館書店　「現代の国語 改訂版」

国語

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができる。

【思考力、判断力、表現力等】 生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を身につける。

基礎的な語彙力を身につけ、言葉の特徴や使い
方を学ぶとともに、話や文章に含まれている情
報の扱い方を身につける。

情報を適切かつ効果的に表現する技術を学び、伝え
合う力を高めるとともに、思考力や想像力を伸ば
し、言語感覚を磨く。

言葉や文章がもつ価値への認識を深めるととも
に，言葉を通して他者や社会に関わろうとする
態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知 思

○ ○ 13

態
配当
時数

１
学
期

A 言葉を学ぶ「言葉のなかに生まれ
る」
【知識及び技能】
基本的な評論文の構造を理解させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
本文の根拠に注目し、論理的な読み
方を身に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
評論文には、必ず根拠があることを
気づかせる。

・言葉やコミュニケーションの基
礎を知り、学びに向かう姿勢をつ
くる。
・教科書、副教材
・一人１台端末の活用　等

○ 〇 〇

【知識・技能】
・言葉の意味内容をあらためて考え、認識や思
考と言葉との関係を理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、内容や論理の展開に
ついて叙述をもとに的確にとらえている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に、学習課題に沿って、「考える」と
いう概念がどのようなものとして定義されてい
るか把握しようとしている。

○

○ ○ 14

○ 1

B 主張をとらえる「水の東西」
【知識及び技能】
基本的な二項対立の評論文の構造を
理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
本文の対比構造に注目し、論理的な
読み方を身に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
東洋と西洋の違いから、自己理解、
他者理解を深めさせる。

・論旨を的確にとらえる。
・具体と抽象を理解し、文章の要
点を的確にまとめる。
・教科書、副教材
・一人１台端末の活用　等

〇 〇 〇

【知識・技能】
・比喩、例示、言い換えなどの修辞や、直接的
な述べ方や婉曲的な述べ方について理解し使っ
ている。
・個別の情報と一般化された情報との関係につ
いて理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえ
て、内容や構成、論理の展開などについて叙述
を基に的確にとらえ、要旨や要点を把握してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に、学習課題に沿って、具体や抽象、
対比の関係をとらえようとしている。

○

定期考査 ○

16

〇 〇 〇 14

○ 1

２
学
期

C　主張をとらえる『「動」への変
化』
【知識及び技能】
言い換えを意識した評論文の読み方
を、身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
主張と根拠、理由づけの関係をとら
えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
論理構造の基本的な展開を知り、学
びに向かう姿勢を身につけさせる。

・論旨を的確にとらえる。
・具体と抽象を理解し、文章の要
点を的確にまとめる。
・教科書、副教材
・一人１台端末の活用　等

〇 〇 〇

【知識・技能】
・常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書
き、文や文章の中で使っている。
・個別の情報と一般化された情報との関係に
ついて理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふま
えて、内容や構成、論理の展開などについて
叙述を基に的確にとらえ、要旨や要点を把握
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・進んで、文章の叙述を基に要点を把握し、
学習課題に沿って、内容や形式について論述
しようとしている。

定期考査 ○

○ ○

1定期考査

合計

78

○ ○

○ ○

３
学
期

E 資料を解釈する『「安くておいし
い国」の限界』
【知識及び技能】
資料と文章の関係に注意して、情報
を読み取らせる。
【思考力、判断力、表現力等】
構成や展開を意識して文章を書かせ
る。根拠を明確にして、自分の意見
を書かせる。
【学びに向かう力、人間性等】
論理構造の基本的な展開を知り、学
びに向かう姿勢を身につけさせる。

・論旨を的確にとらえる。
・具体と抽象を理解し、文章の要
点を的確にまとめる。
・教科書、副教材
・一人１台端末の活用　等

〇 〇 〇

【知識・技能】
・個別の情報と一般化された情報との関係に
ついて理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、目的に応じて、文
章に含まれている情報を相互に関係付けなが
ら、内容や書き手の意図を解釈したり、文章
の構成や論理の展開などについて評価したり
するとともに、自分の考えを深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・複数の文章を比較して読むことに意欲をも
ち、共通点や相違点をとらえようとしてい
る。

〇 〇 〇

1

・論旨を的確にとらえる。
・具体と抽象を理解し、文章の要
点を的確にまとめる。
・教科書、副教材
・一人１台端末の活用　等

〇 〇 〇

【知識・技能】
・常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書
き、文や文章の中で使っている。
・個別の情報と一般化された情報との関係に
ついて理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふま
えて、内容や構成、論理の展開などについて
叙述を基に的確にとらえ、要旨や要点を把握
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・進んで、文章の叙述を基に要点を把握し、
学習課題に沿って、内容や形式について論述
しようとしている。

1

定期考査

D 論理をとらえる「動的平衡として
の生物多様性」
【知識及び技能】
言い換えを意識した評論文の読み方
を、身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
主張と根拠、理由づけの関係をとら
えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
論理構造の基本的な展開を知り、学
びに向かう姿勢を身につけさせる。

定期考査

16〇 〇 〇
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年間授業計画

荻窪高等学校 令和４～８年度入学生用

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

話・聞 書 読

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

15

【知識・技能】
・言葉の意味内容をあらためて考え、認識や
思考と言葉との関係を理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、内容や論理の展開
について叙述をもとに的確にとらえている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に、学習課題に沿って、文字の奥深
さについて把握しようとしている。

○ ○ ○

○

言葉や文章がもつ価値への認識を深めるととも
に，言葉を通して他者や社会に関わろうとする
態度を養う。

羅生門
【知識及び技能】
小説読解の基礎を学んだうえで、
多様な視点から学びに向かう姿勢
をつくる。
【思考力、判断力、表現力等】
登場人物の心情理解に対する態度
を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
筆者の心情理解に対する態度を養
う。

・指導項目　羅生門
・教科書、副教材
・一人１台端末の活用　等

〇 〇

○

定期考査 1

〇〇

1

言語文化

配当
時数

（Ⅰ部：島内　）

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができる。

6

漢文
【知識及び技能】
漢文読解の基礎を知り、学びに向
かう姿勢をつくる。
【思考力、判断力、表現力等】
故事成語に対する理解を深める。
【学びに向かう力、人間性等】
登場人物の心情に触れ、自己の考
えを深める態度を養う。

短歌と俳句
【知識及び技能】
韻文の特徴を知る。
【思考力、判断力、表現力等】
登場人物の心情理解に対する態度
を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
日本人の美意識について考えさせ
る。

定期考査

定期考査

定期考査

城の崎にて
【知識及び技能】
叙述を的確にとらえる。
【思考力、判断力、表現力等】
具体と抽象を理解し、文章の要点
を的確にまとめる。
【学びに向かう力、人間性等】
登場人物の心情に触れ、自己の考
えを深める態度を養う。

世界を見わたす窓
【知識及び技能】
言葉やコミュニケーションの基礎
を知り、学びに向かう姿勢をつく
る。
【思考力、判断力、表現力等】
本文の根拠に注目し、論理的な読
み方を身に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
文字の奥深さについて気づかせ
る。

徒然草、枕草子
【知識及び技能】
古典文法の基礎を学び、読解に向
かう姿勢をつくる。
【思考力、判断力、表現力等】
古文特有の表現や文法事項を理解
し、正確な読解に努める。
【学びに向かう力、人間性等】
筆者の心情理解に対する態度を養
う。

7

8

10

【知識・技能】
・言葉の意味内容をあらためて考え、認識や
思考と言葉との関係を理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、内容や論理の展開
について叙述をもとに的確にとらえている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に、学習課題に沿って、日本人の美
意識について把握しようとしている。

15

〇 〇

国語 言語文化

（Ⅱ部：横溝　） （Ⅲ部：　横溝　）

態

基礎的な語彙力を身につけ、言葉の特徴や使い
方を学ぶとともに、話や文章に含まれている情
報の扱い方を身につける。

大修館書店「言語文化」

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を身につける。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手である自覚を持つ。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

領域
評価規準 知

【思考力、判断力、表現力等】

教科 国語 科目 言語文化

2

〇 〇

【知識・技能】
・言葉の意味内容をあらためて考え、認識や
思考と言葉との関係を理解している。
【思考・判断・表現】
・漢文特有の表現や文法事項を理解し、正確
な読解に努めようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・登場人物の心情に触れ、自己の考えを深め
ようとしている。

〇

〇

〇〇

○

○

○

1

〇 〇 〇

1

1

・指導項目　夢十夜
・教科書、副教材
・一人１台端末の活用　等

○

12

合計

78

情報を適切かつ効果的に表現する技術を学び、伝え
合う力を高めるとともに、思考力や想像力を伸ば
し、言語感覚を磨く。

【学びに向かう力、人間性等】

【知識・技能】
・言葉の意味内容をあらためて考え、それぞ
れの言葉の関係を理解している。
【思考・判断・表現】
・韻文の特徴を踏まえ鑑賞し、また表現する
ことができている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・歌人のバックグラウンドを理解し、積極的
に言外の意味を知ろうとしている。

【知識・技能】
・言葉の意味内容をあらためて考え、認識や
思考と言葉との関係を理解している。
【思考・判断・表現】
・古文特有の表現や文法事項を理解し、正確
な読解に努めようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・登場人物の心情に触れ、自己の考えを深め
ようとしている。

○ ○

〇

【知識・技能】
・言葉の意味内容をあらためて考え、認識や
思考と言葉との関係を理解している。
【思考・判断・表現】
・古文特有の表現や文法事項を理解し、正確
な読解に努めようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・登場人物の心情に触れ、自己の考えを深め
ようとしている。

〇

〇〇

〇

・指導項目　漢文
・教科書、副教材
・一人１台端末の活用　等

・指導項目　短歌と俳句
・教科書、副教材
・一人１台端末の活用　等

〇

・指導項目　世界を見わたす窓
・教科書、副教材
・一人１台端末の活用　等

○

〇

・指導項目　徒然草、枕草子
・教科書、副教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・言葉の意味内容をあらためて考え、認識や
思考と言葉との関係を理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、内容や論理の展開
について叙述をもとに的確にとらえている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・登場人物の心情に触れ、自己の考えを深め
ようとしている。

〇

３
学
期

〇

〇

２
学
期

１
学
期

・指導項目　城の崎にて
・教科書、副教材
・一人１台端末の活用　等

〇 〇 〇

定期考査

夢十夜
【知識及び技能】
小説読解の基礎を知り、学びに向
かう姿勢をつくる。
【思考力、判断力、表現力等】
登場人物の心情理解に対する態度
を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
登場人物の心情に触れ、自己の考
えについて気づかせる。

〇 〇
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年間授業計画

荻窪高等学校 令和４～８年度入学生用

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者： （Ⅰ部：大森、島内、山口）（Ⅱ部：小嶋、野邉）（Ⅲ部：根岸、野邉）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

話・聞 書 読

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

対話の精神、「贈り物」としてのノ
ブレス・オブリージュ
【知識及び技能】
評論文読解の基礎を知り、学びに向
かう姿勢をつくる。
【思考力、判断力、表現力等】
本文の根拠に注目し、論理的な読み
方を身に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
文字の奥深さについて気づかせる。

・指導項目　対話の精神、「贈り
物」としてのノブレス・オブリー
ジュ
・教科書、副教材
・一人１台端末の活用　等

○

〇

スキーマと記憶、言語と他者
【知識及び技能】
評価、賛否、提案など、自分の考え
をまとめる。
【思考力、判断力、表現力等】
古文特有の表現や文法事項を理解
し、正確な読解に努める。
【学びに向かう力、人間性等】
筆者の心情理解に対する態度を養
う。

・指導項目　スキーマと記憶、言語
と他者
・教科書、副教材
・一人１台端末の活用　等

３
学
期

〇

〇

２
学
期

１
学
期

・指導項目　世界は、いま、無常と
いうこと
・教科書、副教材
・一人１台端末の活用　等

〇 〇 〇

定期考査

ミロのヴィーナス、記号的メディア
と物理的メディア
【知識及び技能】
論理構造の基本的な展開を知り、学
びに向かう姿勢をつくる。
【思考力、判断力、表現力等】
本文の根拠に注目し、論理的な読み
方を身に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
文字の奥深さについて気づかせる。

・指導項目　ミロのヴィーナス、記
号的メディアと物理的メディア
・教科書、副教材
・一人１台端末の活用　等

○ 〇 〇

分かち合う社会、生物多様性の恩恵
【知識及び技能】
テーマの具体化、焦点化を的確に
し、自らの主張を述べる。
【思考力、判断力、表現力等】
具体と抽象を理解し、文章の要点を
的確にまとめる。
【学びに向かう力、人間性等】
登場人物の心情に触れ、自己の考え
を深める態度を養う。

・指導項目　分かち合う社会、生物
多様性の恩恵
・教科書、副教材
・一人１台端末の活用　等

自己をモデル化する知能、猫は後悔
するか
【知識及び技能】
叙述を的確にとらえる。
【思考力、判断力、表現力等】
具体と抽象を理解し、文章の要点を
的確にまとめる。
【学びに向かう力、人間性等】
日本人の美意識について考えさせ
る。

・指導項目　自己をモデル化する知
能、猫は後悔するか
・教科書、副教材
・一人１台端末の活用　等

〇

定期考査

定期考査

定期考査

世界は、いま、無常ということ
【知識及び技能】
叙述を的確にとらえる。
【思考力、判断力、表現力等】
具体と抽象を理解し、文章の要点を
的確にまとめる。
【学びに向かう力、人間性等】
登場人物の心情に触れ、自己の考え
を深める態度を養う。

合計

156

情報を適切かつ効果的に表現する技術を学び、伝え
合う力を高めるとともに、思考力や想像力を伸ば
し、実践的な言語感覚を磨く。

〇

〇

【知識・技能】
・言葉の意味内容をあらためて考え、認識や
思考と言葉との関係を理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、内容や論理の展開
について叙述をもとに的確にとらえている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・登場人物の心情に触れ、自己の考えを深め
ようとしている。

〇〇〇

1

14

家族化するペット、ポスト真実時代
のジャーナリストの役割
【知識及び技能】
小説読解の基礎を知り、学びに向か
う姿勢をつくる。
【思考力、判断力、表現力等】
登場人物の心情理解に対する態度を
養う。
【学びに向かう力、人間性等】
登場人物の心情に触れ、自己の考え
について気づかせる。

・指導項目　家族化するペット,
ポスト真実時代のジャーナリストの
役割
・教科書、副教材
・一人１台端末の活用　等

17

○

敬語への自覚、多数決を疑う
【知識及び技能】
言葉の意味内容をあらためて考える
姿勢をつくる。
【思考力、判断力、表現力等】
本文の前提や含意を確認し、主張を
吟味する。
【学びに向かう力、人間性等】
歌人の心情理解に対する態度を養
う。

・指導項目　敬語への自覚、多数決
を疑う
・教科書、副教材
・一人１台端末の活用　等

〇 〇

1

1

○

32

【知識・技能】
・言葉の意味内容をあらためて考え、認識や
思考と言葉との関係を理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、内容や論理の展開
について叙述をもとに的確にとらえている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に、学習課題に沿って、文字の奥深
さについて把握しようとしている。

○ ○ ○

教科 国語 科目 実践国語

4

〇 〇

【知識・技能】
・言葉の意味内容をあらためて考え、認識や
思考と言葉との関係を理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、内容や論理の展開
について叙述をもとに的確にとらえている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・登場人物の心情に触れ、自己の考えを深め
ようとしている。

〇

〇

〇〇

○

○

○

1

【知識・技能】
・言葉の意味内容をあらためて考え、認識や
思考と言葉との関係を理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、内容や論理の展開
について叙述をもとに的確にとらえている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に、学習課題に沿って、文字の奥深
さについて把握しようとしている。

○ ○ ○ 14

14

14

14

国語 実践国語

態

実践的な語彙力を身につけ、言葉の特徴や使い
方を学ぶとともに、話や文章に含まれている情
報の扱い方を身につける。

大修館書店「言語文化」

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を身につける。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手である自覚を持つ。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

領域
評価規準 知

【思考力、判断力、表現力等】

論理的な文章がもつ価値への認識を深めるとと
もに、評論文を通して他者や社会に関わろうと
する態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

〇

〇

〇

○

定期考査 1

実践国語

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができる。

【知識・技能】
・言葉の意味内容をあらためて考え、それぞ
れの言葉の関係を理解している。
【思考・判断・表現】
・韻文の特徴を踏まえ鑑賞し、また表現する
ことができている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・歌人のバックグラウンドを理解し、積極的
に言外の意味を知ろうとしている。

【知識・技能】
・言葉の意味内容をあらためて考え、認識や
思考と言葉との関係を理解している。
【思考・判断・表現】
・古文特有の表現や文法事項を理解し、正確
な読解に努めようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・登場人物の心情に触れ、自己の考えを深め
ようとしている。

○ ○

〇

【知識・技能】
・言葉の意味内容をあらためて考え、認識や
思考と言葉との関係を理解している。
【思考・判断・表現】
・古文特有の表現や文法事項を理解し、正確
な読解に努めようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・登場人物の心情に触れ、自己の考えを深め
ようとしている。

〇

〇

【知識・技能】
・言葉の意味内容をあらためて考え、認識や
思考と言葉との関係を理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、内容や論理の展開
について叙述をもとに的確にとらえている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に、学習課題に沿って、日本人の美
意識について把握しようとしている。

32

〇 〇

〇 〇
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年間授業計画

荻窪高等学校 令和４～８年度入学生用

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

話・聞 書 読

〇 〇

合計

78

【知識・技能】
・言葉には、自己と他者の相互理解を深める働きがあるこ
とを理解している。
【思考・判断・表現】
・「話すこと・聞くこと」において、目的や場に応じて、
自分に関わる事柄の中から話題を決め、他者と話し合いな
がら情報を収集、整理して、伝え合う内容を検討してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・自分のこれまでの人生を振り返ってまとめる活動に興味
をもち、意欲的に取り組もうとしている。

○

４　自己ＰＲと面接②
【知識及び技能】
自分の魅力や特長をわかりやすく
印象的に伝える練習をする。
【思考力、判断力、表現力等】
本文の根拠に注目し、論理的な読
み方を身に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
学びに向かう姿勢を身につけさせ
る。

○ ○

○

1

1

9

9

３
学
期

５　メディアを駆使する
【知識及び技能】
通信文の内容や形式は、相手に
よって様々であるため、その書き
方と使い分けを学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
本文の根拠に注目し、論理的な読
み方を身に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
学びに向かう姿勢を身につけさせ
る。

・さまざまな通信文の形式を理解
する。
・相手や目的に応じて適切な形式
を選び、通信文を書く。
・実用国語セミナーの活用
・一人１台端末の活用　等 ○ ○ ○

【知識・技能】
・書き言葉の特徴や役割、表現の特色、通信文ごとの形式
の違いについて理解を深め、伝え合う目的や場面、相手、
手段に応じた適切な表現や言葉遣いを理解し、使い分けて
いる。
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、自分の思いや考えを明確にし、
事象を的確に描写したり説明したりするなど、表現のしか
たを工夫している。
・「書くこと」において、紹介、連絡、依頼などの実務的
な手紙や電子メールを書いている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・さまざまな通信文の使い分けや、手紙の書き方に興味を
もち、意欲的に学習に取り組もうとしている。

○

定期考査 ○

・自分の特長を端的に表現し、印
象に残る自己PRの原稿を書く。
・事実やできごとをふまえて、効
果的な自己PRをする。
・実用国語セミナーの活用
・一人１台端末の活用　等 ○ ○ ○

9

1

１　言葉と出会う②
【知識及び技能】
基本的な表記の決まりや正しい言
葉の用い方を確認する。
【思考力、判断力、表現力等】
本文の根拠に注目し、論理的な読
み方を身に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
学びに向かう姿勢を身につけさせ
る。

・係り受けについて理解する。
・文末表現について理解する。
・実用国語セミナーの活用
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・書き言葉の特徴について理解を深め、係り受けを整えた
り文末表現を統一したりすることについて理解している。
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、自分の思いや考えを明確にし、
事象を的確に描写したり説明したりするために、係り受け
や文末表現の統一を正確に理解して、表現のしかたを工夫
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・練習問題を解くことをとおして、文を整えて書く学習に
対して積極的に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 10

定期考査 ○ ○

【知識・技能】
・言葉には、自己と他者の相互理解を深める働きがあるこ
とを理解している。
【思考・判断・表現】
・「話すこと・聞くこと」において、目的や場に応じて、
自分に関わる事柄の中から話題を決め、他者と話し合いな
がら情報を収集、整理して、伝え合う内容を検討してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・自分のこれまでの人生を振り返ってまとめる活動に興味
をもち、意欲的に取り組もうとしている。

○ ○ ○

○

○

○ ○○ ○

○

○ ○○ ○

【知識・技能】
・言葉には、自己と他者の相互理解を深める働きがあるこ
とを理解している。
【思考・判断・表現】
・「話すこと・聞くこと」において、目的や場に応じて、
自分に関わる事柄の中から話題を決め、他者と話し合いな
がら情報を収集、整理して、伝え合う内容を検討してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・自分のこれまでの人生を振り返ってまとめる活動に興味
をもち、意欲的に取り組もうとしている。

○

・小論文の基本的な書き方を理解
する。
・原稿用紙の使い方や推敲の観点
を理解する。
・実用国語セミナーの活用
・一人１台端末の活用　等

1

9

【知識・技能】
・小論文の特徴、構成や展開のしかたなどについて理解を
深めている。
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、読み手の同意が得られるよう、
適切な根拠を効果的に用いて論理の展開を考えるなど、文
章の構成や展開を工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・小論文と感想文の違いをふまえ、小論文を書くことに関
心をもち、意欲的に取り組もうとしている。

○ ○ ○○

9

定期考査

○

【知識・技能】
・言葉には、自己と他者の相互理解を深める働きがあるこ
とを理解し、言葉や表記の大切さを理解している。
・自分の思いや考えを多彩に表現するために必要な語句の
量を増し、適切な言葉遣いや表記に関する知識を広げ、語
感を磨き、語彙を豊かにしている。
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、自分の思いや考えを明確にし、
事象を的確に描写したり説明したりするための言葉と表記
を正確に判断して、表現のしかたを工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・正しい表記や語彙を豊かにすることについて積極的に取
り組もうとしている。

○ ○ ○

○

３　小論文・レポート入門①
【知識及び技能】
小論文とは何かを理解し、その基
本的な書き方を学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
本文の根拠に注目し、論理的な読
み方を身に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
学びに向かう姿勢を身につけさせ
る。

○ ○

態

言葉には、自己と他者の相互理解を深める働きがあ
ることを理解し、言葉や表記の大切さを理解してい
る。また、自分の思いや考えを多彩に表現するため
に必要な語句の量を増し、適切な言葉遣いや表記に
関する知識を広げ、語感を磨き、語彙を豊かにして
いる。

国語表現　大修館

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を身につける。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手である自覚を持つ。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

領域
評価規準 知

【思考力、判断力、表現力等】

教科 国語 科目 教養国語

2

○○ ○

「書くこと」において、自分の思いや考えを明確にし、
事象を的確に描写したり説明したりするための言葉と表
記を正確に判断して、表現のしかたを工夫している。

○○

【知識・技能】
・実用的な文章などの種類や特徴、構成や展開のしかたな
どについて理解を深める。
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、目的や意図に応じて、実社会の
問題や自分に関わる事柄の中から適切な題材を決め、情報
の組み合わせなどを工夫して、伝えたいことを明確にす
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・身近なテーマを見つけ、ニュース記事を書く活動に積極
的に取り組もうとしている。

○

（　1・2・3・4・5・6組：齋藤　　）

【学びに向かう力、人間性等】

正しい表記や語彙を豊かにすることについて積極的
に取り組もうとしている。

教養国語

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができる。

国語 教養国語

（　7・8組：横溝　）

定期考査 1

１
学
期

１　言葉と出会う①
【知識及び技能】
基本的な表記の決まりや正しい言
葉の用い方を確認する。
【思考力、判断力、表現力等】
本文の根拠に注目し、論理的な読
み方を身に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
学びに向かう姿勢を身につけさせ
る。

・表記の決まりを意識し、正しく
書く。
・漢字や慣用表現を正しく使う。
・実用国語セミナーの活用
・一人１台端末の活用　等

○

○

３　小論文・レポート入門②
【知識及び技能】
小論文とは何かを理解し、その基
本的な書き方を学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
本文の根拠に注目し、論理的な読
み方を身に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
学びに向かう姿勢を身につけさせ
る。

・意見を筋道を立てて書く。
・実用国語セミナーの活用
・一人１台端末の活用　等

○

２　伝える、伝え合う
【知識及び技能】
最近のニュースや自分の身のまわ
りで起きたできごとなどを伝える
原稿を書く。
【思考力、判断力、表現力等】
本文の根拠に注目し、論理的な読
み方を身に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
学びに向かう姿勢を身につけさせ
る。

・5W1Hを明確にし、事実と意見を
区別して文章を書く。
・実用国語セミナーの活用
・一人１台端末の活用　等

２
学
期 ４　自己ＰＲと面接①

【知識及び技能】
自分の魅力や特長をわかりやすく
印象的に伝える練習をする。
【思考力、判断力、表現力等】
本文の根拠に注目し、論理的な読
み方を身に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
学びに向かう姿勢を身につけさせ
る。

・経験から得たことや学んだこ
と、自分の長所などを考える。
・実用国語セミナーの活用
・一人１台端末の活用　等

○

定期考査

8

10



1／1

年間授業計画

荻窪高等学校 令和４～８年度入学生用

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年以上　Ⅰ～Ⅲ部

教科担当者：（第 3 学年以上　Ⅰ～Ⅲ部：田中）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

話・聞 書 読

〇 〇定期考査 1

定期考査 ○ ○ 1

定期考査 ○ ○ 1

『戯作三昧』『言葉遣いの曖昧
さ』
【知識及び技能】
テーマの具体化、焦点化を的確に
し、自らの主張を述べる。
【思考力、判断力、表現力等】
具体と抽象を理解し、文章の要点
を的確にまとめる。
【学びに向かう力、人間性等】
登場人物の心情に触れ、自己の考
えを深める態度を養う。

・指導項目『戯作三昧』『言葉遣
いの曖昧さ』
・教科書、副教材
・一人１台端末の活用　等

評価規準

○

『現代思考講義』『成熟と喪失』
【知識及び技能】
本文の前提や含意を確認し、主張を
吟味する。
【思考力、判断力、表現力等】
本文の前提や含意を確認し、主張を
吟味する。
【学びに向かう力、人間性等】
歌人の心情理解に対する態度を養
う。

〇

〇

〇

〇

〇

【知識・技能】
・言葉の意味内容をあらためて考え、認識や思考と言葉と
の関係を理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、内容や論理の展開について叙述
をもとに的確にとらえている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に、学習課題に沿って、日本人の美意識について
把握しようとしている。

『自己をモデル化する知能』『猫
は後悔するか』
【知識及び技能】
叙述を的確にとらえる。
【思考力、判断力、表現力等】
具体と抽象を理解し、文章の要点
を的確にまとめる。
【学びに向かう力、人間性等】
日本人の美意識について考えさせ
る。

『世界は、いま』『無常というこ
と』
【知識及び技能】
叙述を的確にとらえる。
【思考力、判断力、表現力等】
具体と抽象を理解し、文章の要点
を的確にまとめる。
【学びに向かう力、人間性等】
登場人物の心情に触れ、自己の考
えを深める態度を養う。

・指導項目『世界は、いま』『無
常ということ』
・教科書、副教材
・一人１台端末の活用　等

〇 〇 〇

【知識・技能】
・言葉の意味内容をあらためて考え、認識や思考と言葉と
の関係を理解している。
【思考・判断・表現】
・漢文特有の表現や文法事項を理解し、正確な読解に努め
ようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・登場人物の心情に触れ、自己の考えを深めようとしてい
る。

6

14

1

〇〇〇 9

16

〇 〇 〇

〇 〇 〇

8

1

6

8

○

【知識・技能】
・言葉の意味内容をあらためて考え、認識や思考と言葉と
の関係を理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、内容や論理の展開について叙述
をもとに的確にとらえている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・登場人物の心情に触れ、自己の考えを深めようとしてい
る。

○ ○

○

論理国語

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】

国語 論理国語

態

大修館書店「論理国語」副教材：いいづな書店「大学入学共通テスト演習現代「現代文単語」

国語

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】

知

【思考力、判断力、表現力等】

社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができる。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を身につける。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手である自覚を持つ。

論理的な文章がもつ価値への認識を深めると
ともに、評論文を通して他者や社会に関わろ
うとする態度を養う。

実践的な語彙力を身につけ、言葉の特徴や使い
方を学ぶとともに、話や文章に含まれている情
報の扱い方を身につける。

情報を適切かつ効果的に表現する技術を学び、伝え
合う力を高めるとともに、思考力や想像力を伸ば
し、実践的な言語感覚を磨く。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

領域

教科 国語 科目 論理国語

2

〇 〇

【知識・技能】
・言葉の意味内容をあらためて考え、認識や思考と言葉と
の関係を理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、内容や論理の展開について叙述
をもとに的確にとらえている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・登場人物の心情に触れ、自己の考えを深めようとしてい
る。

〇

〇

〇〇

〇

○

○

【学びに向かう力、人間性等】

【知識・技能】
・言葉の意味内容をあらためて考え、認識や思考と言葉と
の関係を理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、内容や論理の展開について叙述
をもとに的確にとらえている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に、学習課題に沿って、文字の奥深さについて把
握しようとしている。

○ ○ ○

○

○

合計

78

6

・指導項目『現代思考講義』『成
熟と喪失』
・教科書、副教材
・一人１台端末の活用　等

３
学
期

〇

〇

【知識・技能】
・言葉の意味内容をあらためて考え、それぞれの言葉の関
係を理解している。
【思考・判断・表現】
・韻文の特徴を踏まえ鑑賞し、また表現することができて
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・歌人のバックグラウンドを理解し、積極的に言外の意味
を知ろうとしている。

【知識・技能】
・言葉の意味内容をあらためて考え、認識や思考と言葉と
の関係を理解している。
【思考・判断・表現】
・古文特有の表現や文法事項を理解し、正確な読解に努め
ようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・登場人物の心情に触れ、自己の考えを深めようとしてい
る。

○ ○

〇

定期考査 ○ ○

【知識・技能】
・言葉の意味内容をあらためて考え、認識や思考と言葉と
の関係を理解している。
【思考・判断・表現】
・古文特有の表現や文法事項を理解し、正確な読解に努め
ようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・登場人物の心情に触れ、自己の考えを深めようとしてい
る。

〇

〇〇

〇

２
学
期

１
学
期

『まなざしの革命』『偶然とは何
か』『教養としての死を考える』
【知識及び技能】
評論文読解の基礎を知り、学びに
向かう姿勢をつくる。
【思考力、判断力、表現力等】
本文の根拠に注目し、論理的な読
み方を身に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
文字の奥深さについて気づかせ
る。

・指導項目『まなざしの革命』
『偶然とは何か』『教養としての
死を考える』
・教科書、副教材
・一人１台端末の活用　等

・指導項目『ミロのヴィーナ
ス』、『記号的メディアと物理的
メディア』
・教科書、副教材
・一人１台端末の活用　等

〇

〇

〇

定期考査

『スキーマと記憶』『言語と他者』
【知識及び技能】
評価、賛否、提案など、自分の考え
をまとめる。
【思考力、判断力、表現力等】
古文特有の表現や文法事項を理解
し、正確な読解に努める。
【学びに向かう力、人間性等】
筆者の心情理解に対する態度を養
う。

・指導項目『スキーマと記憶』
『言語と他者』
・教科書、副教材
・一人１台端末の活用　等

ミロのヴィーナス、記号的メディ
アと物理的メディア
【知識及び技能】
論理構造の基本的な展開を知り、
学びに向かう姿勢をつくる。
【思考力、判断力、表現力等】
本文の根拠に注目し、論理的な読
み方を身に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
文字の奥深さについて気づかせ
る。

〇 〇

『知識の政治学』『立地論入門』
【知識及び技能】
統計資料などの様々なデータを読
み取り、要点をまとめる。
【思考力、判断力、表現力等】
心情理解に対する態度を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
自己の考えについて気づかせる。

・指導項目『知識の政治学』『立
地論入門』
・教科書、副教材
・一人１台端末の活用　等

・指導項目『自己をモデル化する
知能』『猫は後悔するか』
・教科書、副教材
・一人１台端末の活用　等


